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１．研究計画の概要 
（１） 概要 近代東北アジアにおける中国

系移民の受容と排除を対象として調
査分析を行う。 

（２） 対象 対象となる移民は山東半島北
岸を出身地とする山東幇といわれグ
ループである。 

（３） 時代背景 彼らは 20 世紀前半にロ
シア・中国東北地域・朝鮮半島・日
本大阪神戸・上海などを結び貿易に
従事したが、20世紀後半には彼らの
立場は弱くなっていった。彼らが移
住した先でどのように地歩を固め、
立場を弱めていくのか、ホスト社会
側はどのように彼らを受容し、排除
したかについて調べる。 

（４） 意義 東北アジアにおける地域間連
携に中国系移民が果たした役割を検
討する。また彼らの存在を通じて、
東北アジアにおける中国の社会的経
済的影響力を測る。 

 
２．研究の進捗状況 
（１） 移民送出地での調査 山東半島北岸

でのフィールドワークにより、移民
の安全確保がいかにされるかを調べ
た。 

（２） 移民先での調査 瀋陽、ウラジオス
トク、上海、大阪、神戸などの移民
先での同郷団体の活動についての調
査を行い、移民先で一定の地歩がい
かに確立されるか、また立場がいか
なる時に弱くなるかについて調べた。 

（３） 比較対照となる移民の調査 上海、
台湾、神戸などで山東幇以外の移民

の情況について調査を行った。 
 
３．現在までの達成度 
当初明らかにしようとした問題について 7
割程度が明らかになったといえる。具体的に
は、どのような条件下で移民先で受容される
か、また排除されるかについて事例が明らか
になった。  
（１） 受容について ニッチ的な商品とサ

ービスを提供することで貿易商とし
て、移民先に受け入れられる点を明
らかにした。 

（２） 排除について 政府の後ろ盾をもつ
対抗勢力が力をもつことで、排除さ
れる。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 以上の成果をふまえ、排除にたいして移民
側がいかなる対応をするのかについて明ら
かにしていく。具体的には以下を対象として
行う。 
（１） 上海山東会館の活動 
（２） 奉天同善堂の活動 
（３） 大阪北幇公所、山東同郷会の活動 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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